
1

～３０年後の故郷に贈る～

我々は前に進みます。復興へ向う福島県浜通りの象徴として子供たちに明るい
未来を残してあげるために。そして被災地と全国の皆様との「絆」を後世へ繋
ぎ、世界遺産になるような桜の街道を目指して。３０年後、桜が咲き誇った福
島浜街道に子供たちの笑顔が溢れていることを願って。

令和７年１２月２３日
NPO法人ハッピーﾛｰﾄﾞネット

代表 西本 由美子



◇活動の目的◇

●【2000年（H12年）】 交通安全母の会から「地域づくり団体」を結成、活動を開始】
●【2007年（H19年）】 風景街道「ふくしま浜街道ハッピーロード」 登録】
●【2008年（H20年）】 「NPO法人 ハッピーロードネット」 設立】
●【2011年3月11日（H23年）】 東日本大震災
●【2013年（H25年）】 ふくしま浜街道・桜プロジェクト 第１回ボランティア植樹開催

NPO法人ハッピーロードネットのご紹介

楽しく住みやすい地域社会の実現

福島県
浜通り

①「まち」「みち」「地域づくり」に関するコーディネート

③地域の未来を担う人材育成

②人的ネットワークづくり
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◇主な活動◇

ハイスクールサミット
↓

防災サミット

ベラルーシ友好派遣団
↓

ハイスクールアカデ

ミー

みんなでやっぺ!!

きれいな６国

ふくしま浜街道

桜プロジェクト



子供たちとの約束・・・

震災前、この街道を全国に誇れるものに
しようと、地元の子供たちと立てた
「桜の街道」を創る計画。もう「夢」は
叶わないと諦めかけていた時、私達を動
かしたのは子供たちからのメールでした。
「皆んなとの約束を果そう」と奮起！地
元の青年会議所と連携し、植樹活動を
行っていく決意をしました。
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オーナー基金・クラウドファンデングの活用
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桜プロジェクトで寄付をいただいた
オーナーのメッセージプレートを掲示



ふくしま浜街道・桜プロジェクト

東日本大震災により福島県浜通りは甚大な被害を受けました。
福島県浜通りの元気を取り戻すため「ふくしま浜街道・桜プロジェクト」を立ち上げ県内外のボランティア等による桜の植樹活動を
行いました。 2013年１月（Ｈ２５年）「ふくしま浜街道・桜プロジェクト」第１回ボランティア植樹を開始。

2013年10月3日に行われた 植樹の様子
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桜プロジェクト・ボランティア植樹

震災から１０年以上がすぎ、県内外の多くの皆さんに植えていただいた約１４，０００本の桜も元気にすくすくと育っております。
・植樹活動： ２０１３年１月（Ｈ２５年） ～２０２３年２月（Ｒ５年）
・植樹本数：約１４,０００本（うち国道６号約5,800本）
・植樹区間： 福島県いわき市から新地町まで１６３㎞区間（うち国道６号約７９㎞）

福島県浜通り地域・国道6号位置図
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植樹の様子

福島県
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浜街道さくらウォーク

2013年１月（Ｈ２５年）に始動した「ふくしま浜街道・桜プロジェクト」、国道６号沿いの桜も大きく
育ちました。震災１０年目の２０２１年４月（Ｒ３年）に、初の試みとして、桜を楽しむウォーキング
と清掃活動を融合させ、青空の下で心地よい汗を流しました。２０２３年(R5年)までの３ 回実施。
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浜街道さくらウォーク
軽 食

抽選会

・ウォーキングと清掃活動で汗を流した後は軽食と抽選会。
・子供たちによる司会運営と子供たちが作ったお菓子の配付。
・協力して下さった団体からの軽食提供や沿線自治体提供の景品抽選会。
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福島浜街道・桜プロジェクト１０周年記念式典
「１０年間の感謝と２０年後に向けた希望」

令和５年1月で10周年を迎え、10周年記念式典は、中高生、大学生が作った「桜プロジェクト」
のPR動画8点を通して、「10年間の感謝と20年後に向けた希望」を発信しました。10周年記念
植樹は地元の中高生、大学生や企業、自治体などが参加し、植樹しました。

１０周年記念式典 １０周年記念植樹

植樹状況

会場の様子

表彰式



10

桜プロジェクトＰＲ動画１ 福島大学作成
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桜プロジェクトＰＲ動画2 原町高校作成
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ＳＡＫＵＲＡ ＳＴＯＲＹ これまで植樹してきた桜の木々には１万件を超える力強いメッセージが寄せられまし
た。その中から１００のメッセージを抜粋し、冊子「ＳＡＫＵＲＡ ＳＴＯＲＹ」を作成。
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ＳＡＫＵＲＡ ＳＴＯＲＹ 英語版
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３０年後の故郷に贈る

★ご清聴ありがとうございました。
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